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Q　�学校給食において、食材発注時
に県産食材、近隣自治体の食材
を使用する目標は 30%であるの
に対し、実績は 36.2%であった。
今後は、地元の食材を増やすた
めどのように考えているか。

A　�現在、食材を調達する時に JA
などに食材を確保して頂いてい
る。今後は、より一層地元食材
納入業者と連携していく。

Q　�令和４年度のレンタサイクル利用者数
は 5351 人であったが、令和５年度の
利用者数はどのような状況か。また、
今年４月からヘルメットの着用が努力
義務になったが、ヘルメットを着用し
ている利用者はどのくらいいるのか。

A　�令和５年度のレンタサイクル利用者数は
８月末で2574 人と前年同月の 2759 人
に比べ若干減少している。また、レン
タサイクル利用者のヘルメット着用率は
５％～10％である。今後もヘルメット
の被り方なども含めて、利用者にヘル
メットの着用を勧めていく。

Q　�令和４年度のイノシシ捕獲数は 418 頭だが、
令和３年度と比較してどのようになってい
るのか。また、令和４年度から野生動物と人
とのすみ分けをするため、木や草が生い茂っ
ている場所を見通しがよくなるように、野生
動物緩衝林整備事業を行っているが、令和５
年度の進捗状況はどうか。

A　�令和４年度のイノシシの捕獲数は令和３年
度と比較して 38頭減少した。野生動物緩衝
林整備事業は令和５年度は令和４年度の倍
の 2.4ha を予定している。戸切地区と上畑
地区を予定しており、今後農業組合長と協議
して実施場所を決める。

一般会計支出総額　122億円はどう使われた
学校給食食材

気になる事業をチェック 5年間の決算額推移（単位/億円）

レンタサイクル

有害鳥獣対策
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天候不良等の影響を受
け、食材の確保が難し
い時期があったんだよ

ヘルメットを着用すれば、
致死率が約 1/4 に減少す
るよ（福岡県警察）

野生動物緩衝林整備
事業を実施してイノ
シシ等による被害が
減ったよ

見通しがよくなるよう整備した

2定例会　概要



Q　�令和４年度の応援寄附金額は
４億 1800 万円であった。本
年10月から制度が変わるが、
町にどのような影響があるの
か。

A　�10 月の制度改正でふるさと
納税にかかった全ての経費を
含んで寄附金額の５割以下と
する必要がある。このため、
10 月からは現在の設定寄附
金額の見直しを行う。

Q　�これまでの公園管理委託を見直し、地域
が主体性をもって地域の公園を管理・利
用するコミュニティパーク制度の導入を
令和４年度から行ったが、どの公園で導
入されたのか。また、今後はこの制度を
周知すべきではないか。

A　�野間と松ケ台の公園に導入した。今後は、
公園の相談を受ける中で、この制度を広
く知らせていく。

Q　�認定農業者が運営・管理して
いる農地は町からの補助が
ある。しかし、先祖代々の土
地を守っている兼業農家に
は町からの補助が対象外で
ある。兼業農家への補助を考
えるべきではないか。

A　�兼業農家については、就農時
間などの条件があるので、な
かなか難しい。制度的なもの
については、今後全体をとお
して適切に検証していく。

一般会計支出総額　122億円はどう使われた

おかがき応援寄附金は増加
� （単位 /万円）

令和４年度岡垣町決算は、収入額
129 億 9548 万 6561 円、支出額
122 億 5482 万 3758 円となり、
過去２番目の規模となりました。

就農支援

公園管理

おかがき応援寄附金
（ふるさと納税）

4,052 4,119

11,622

28,415

43,087

0
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コミュニティパーク制度
が導入された公園では、
ボール遊びなどができる
ようになったよ

令和４年度

決算
認定

（令和４年度は一般寄附金含む）

3 定例会　概要



Q　�令和３年度と比較して有収率が減少していると思う
が、有収率を上げるための取組はどのようにしてい
るのか。

A　�老朽管が増えている状況から漏水が発生し、有収率
が下がっている。令和５年度に老朽管の更新計画を
立てるようにしているので、それに合わせて進めて
いきたい。また、今年度から全町域で漏水調査を行っ
ている。

Q　�令和２年度から旭台で老朽化した下水道コ
ンクリート管の更生工事を行っているが、
全体的に何割くらい進んだか。

A　�現時点で対応が必要な管路の５割程度が完
了している。今後も旭台や旭南で更生工事
を進めていく。

水道事業

■令和４年度各会計決算概要

■会計別決算

■監査意見3つのPoint

下水道事業

区分 収入額 支出額 差引額

一般会計 129 億 9548 万 6561 円 122 億 5482 万 3758 円 7 億 4066 万 2803 円

特
別
会
計

国民健康保険事業 34 億 3494 万 8510 円 31 億 142 万 8738 円 3 億 3351 万 9772 円

後期高齢者医療 ６億 2602 万 6781 円 6 億 259 万 1943 円 2343 万 4838 円

公
営
企
業
会
計

水道事業
収益的収支 6 億 808 万 3583 円 5 億 3865 万 3278 円 6943 万 305 円

資本的収支 2979 万 2391 円 3 億 7320 万 5255 円 —

下水道事業
収益的収支 8 億 8279 万 2997 円 8 億 7469 万 9382 円 809 万 3615 円

資本的収支 2 億 5735 万 8190 円 4 億 9939 万 3929 円 —

※公営企業会計は税込みの金額です。資本的収支の不足分は、公営企業の内部留保資金で補っています。

①�予算の目的に
沿った執行が
なされており、
計数について
も誤りはなく
正確である。

③�限られた財源
の中で町民生
活に必要な行
政サービスを
安定して供給
するため、よ
り効率的、効
果的な事業展
開を要望する。

②�注目すべき点は、単
年度で見る限り、令
和元年度まで減少を
続けていた基金残高
は、決算剰余やおか
がき応援寄附金の
積立を行うことで、
8.5％増加し、さら
に地方債の現在高は
5.6％減少したこと。

監査委員は町と議会から
１人ずつ選ばれているよ

4定例会　概要



Q　�７月の大雨による災害復旧費が計上されてい
るが、どの地域でどのような災害が起こった
のか。

A　�元松原、上高倉、三吉、湯川、内浦、波津な
どで水路に土砂が堆積したり、林道のり面が
崩壊するなどした。

Q　�工事期間はどうなっているのか。また、工事
期間中はトイレが使用できないと思うが対策
は考えているのか。

A　�工事は 11 月に着工して２月末に完成する予
定である。工事期間中は、仮設トイレを設置
する。

Q　�どのようなトイレになるのか。また、バリア
フリーなど考えているのか。

A　�ゆったりとした空間のトイレにする予定で、
子育て世代が使いやすいように、ベビーカー
ごと利用できる個室を考えている。

Q　�2000 万円を計上しているが、補正に至った理
由は何か。

A　�通学路の安全や事故の未然防止は道路利用者
が安心して使ってもらうことが前提となるの
で、道路の保全が遅れ気味の所を補正に計上
した。

Q　�改修はあらかじめ調査を行っている所が対象
となるのか。また、どのような改修を行うのか。

A　�あらかじめ、悪い所は区長などからの要望も
あり把握しているので、そこを中心に区画線
や防護柵の設置など安全対策に努めていく。

海老津駅北側トイレ改修
� 780万円

大雨による災害復旧
� 2340万円

７月の大雨による災害復旧工事費

■令和５年度一般会計補正予算

予算時は1440万円が計上されていまし
たが、改修工事をする面積が増えたため、
780万円を増額。

町道の改修
� 2000万円
道路の白線の引き直しや防護柵を設置

完成イメージ

5 定例会　概要



　

昨
年
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問

で
、
全
戸
に
配
布
し
て
い
る
環
境

家
計
簿
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
つ
け
、

デ
ー
タ
送
信
が
で
き
る
よ
う
に
改

善
す
べ
き
だ
と
求
め
た
。
そ
の
結

果
、
令
和
４
年
度
中
に
改
善
さ
れ

た
こ
と
は
評
価
す
る
。

　

政
府
は
マ
イ
ナ
保
険
証
を
国
民

に
強
要
す
る
た
め
、
来
年
の
秋
に

今
の
保
険
証
を
廃
止
し
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
全
国
で
ト
ラ
ブ
ル
が

続
い
て
い
る
。
今
こ
そ
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
を
利
用
し
た
計
画
を
見

直
す
べ
き
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化

や
Ｉ
Ｔ
利
用
を
推
進
す
る
う
え
で

も
、
個
人
情
報
保
護
な
ど
国
民
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
で
あ
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
反
対
し
て

い
る
た
め
、
本
議
案
は
反
対
す
る
。

平ひ
ら
や
ま山

　
正ま

さ
の
り法

　
議
員

反 

対

賛 

成

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
見
直
し
を

　

過
去
２
番
目
の
規
模
の
決
算
だ

が
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入

れ
を
行
う
こ
と
な
く
財
源
調
整
で

き
た
。
基
金
残
高
も
約
４
億
２
０

０
０
万
円
増
と
３
年
連
続
し
て
増

加
し
、
町
の
財
政
は
安
定
し
て
い

る
。
そ
の
要
因
は
お
か
が
き
応
援

寄
附
金
が
前
年
比
約
１
億
３
０
０

０
万
円
増
の
約
４
億
１
０
０
０
万

円
に
な
っ
た
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は

新
た
に
お
か
が
き
Ｐ
Ｒ
課
を
設
置

し
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
策
定
し
た
こ

と
が
功
を
奏
し
た
と
考
え
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
物
価
高
騰
対
策
で
難
し
い
舵
取

り
の
一
年
だ
っ
た
と
想
像
す
る
が
、

町
独
自
の
水
道
料
金
減
額
や
、
地

場
事
業
者
へ
の
支
援
金
給
付
な
ど

も
評
価
し
て
賛
成
す
る
。

川か
わ
ち地

　
啓け

い
す
け輔

　
議
員

財
政
の
安
定
を
評
価

　

実
質
収
支
額
は
、
昨
年
度
に
続

き
黒
字
決
算
と
な
り
、
全
額
を
令

和
５
年
度
に
繰
り
越
す
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。
経
常
収
支
比
率
は
、

前
年
度
よ
り
５
・
４
ポ
イ
ン
ト
上

昇
で
は
あ
る
が
、
財
政
調
整
基
金

か
ら
の
繰
入
れ
を
行
う
こ
と
な
く

財
源
調
整
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

自
主
財
源
の
比
率
も
、
昨
年
度
に

続
き
改
善
さ
れ
て
い
る
。

　

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
、
事
務
事
業
の
見
直
し

等
、
意
識
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ

結
果
で
あ
る
と
評
価
す
る
。

　

今
後
も
、
財
政
基
盤
安
定
に
向

け
、
自
主
財
源
確
保
の
取
組
と
、

住
民
福
祉
の
増
進
、
将
来
に
わ

た
っ
て
発
展
性
を
期
待
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
む
こ

と
を
要
望
し
賛
成
す
る
。

横よ
こ
や
ま山

　
貴た

か
こ子

　
議
員

自
主
財
源
確
保
の
取
組
を

　

実
質
単
年
度
収
支
は
約
１
３
０

０
万
円
の
赤
字
で
、
今
後
の
財
政

運
営
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

　

歳
出
で
は
昨
年
度
に
引
き
続
き

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
、
全

世
帯
を
対
象
に
町
民
の
生
活
に
直

結
す
る
水
道
料
金
の
６
か
月
間
の

無
償
化
を
は
じ
め
、
き
め
細
か
く

タ
イ
ム
リ
ー
に
取
り
組
ま
れ
評
価

す
る
。
令
和
４
年
度
の
経
常
収

支
比
率
は
91
・
６
％
と
、
前
年
度

と
比
べ
て
５
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
、
財
政
構
造
の
硬
直
化
が
懸
念

さ
れ
る
。

　

今
後
、
自
主
財
源
の
確
保
へ
向

け
て
海
老
津
駅
周
辺
の
再
開
発
や

未
利
用
地
を
活
用
す
る
立
地
適
正

化
計
画
に
基
づ
き
、
積
極
的
な
取

組
を
強
く
求
め
て
賛
成
す
る
。

広ひ
ろ
わ
た
り渡

　
輝て

る
お男

　
議
員

積
極
的
な
取
組
を
強
く
求
め
る

令和４年度
岡垣町一般会計歳入歳出決算認定について

6討論



　

町
の
魅
力
の
情
報
発
信
は
、

質
・
量
と
も
に
格
段
に
増
え
、
メ

デ
ィ
ア
へ
の
露
出
も
増
え
た
。
引

き
続
き
、
関
係
人
口
を
増
や
し
、

定
住
促
進
に
つ
な
が
る
取
組
を
求

め
る
。

　

人
口
構
造
が
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型

の
日
本
は
、
社
会
保
障
の
分
野
な

ど
、
支
え
合
う
制
度
が
成
り
立
た

な
い
曲
が
り
角
を
迎
え
て
お
り
、

そ
の
備
え
が
必
要
と
考
え
る
。
市

区
町
村
は
、
直
接
住
民
と
接
す
る

機
会
が
多
い
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
住
民
ニ
ー
ズ
を
見

極
め
、
優
先
度
合
い
に
応
じ
た
事

業
の
選
択
が
求
め
ら
れ
る
。

　

岡
垣
町
の
行
財
政
が
、
引
き
続

き
効
率
的
で
効
果
的
に
運
営
さ
れ

る
こ
と
を
求
め
賛
成
す
る
。

三み

　す
み角

　
善よ

し

　ひ
こ彦

　
議
員

効
率
的
で
効
果
的
に

　

お
母
さ
ん
の
心
の
疲
れ
、
不
安

や
心
配
を
す
こ
し
で
も
や
わ
ら
げ
、

ゆ
っ
く
り
休
ん
で
元
気
を
取
り
戻

す
た
め
の
産
後
ケ
ア
事
業
は
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
の
決
算
報
告
で
は

19
人
の
利
用
実
績
に
と
ど
ま
っ
た
。

こ
れ
は
、
利
用
前
に
そ
の
都
度
、

役
場
の
担
当
窓
口
で
利
用
登
録
の

申
請
が
必
要
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
は
窓
口
で
最

初
の
利
用
登
録
の
申
請
を
し
た
ら
、

あ
と
は
利
用
施
設
に
町
か
ら
発
行

さ
れ
た
産
後
ケ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
の

番
号
を
伝
え
る
こ
と
で
手
続
き
が

で
き
る
よ
う
利
用
方
法
を
変
更
し

た
。
そ
の
対
応
は
と
て
も
評
価
す

る
の
で
賛
成
す
る
。

安あ
さ
と里

　
雅ま

さ
え恵

　
議
員

産
後
ケ
ア
事
業
に
期
待

　

実
質
単
年
度
収
支
は
、
約
１
３

０
０
万
円
の
赤
字
と
な
っ
た
が
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
繰
入
れ
を
行

う
こ
と
な
く
財
源
調
整
が
で
き
て

い
る
。
基
金
繰
入
額
は
、
約
９
億

円
で
、
大
き
な
要
因
は
お
か
が
き

応
援
寄
附
金
の
大
幅
増
で
あ
る
。

町
長
は
、
常
日
頃
か
ら
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
基
金

残
高
の
維
持
と
地
方
債
残
高
を
増

や
さ
な
い
こ
と
を
念
頭
に
町
政
運

営
を
行
う
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

今
後
も
物
価
高
の
影
響
や
少
子

高
齢
化
へ
の
対
応
に
伴
う
社
会
保

障
関
係
費
の
増
加
で
財
政
面
で
の

厳
し
さ
が
予
想
さ
れ
る
が
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
賛
成
す
る
。

太お
お
た田

　
強つ

よ
し

　
議
員

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

　

長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
や
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
で
原
油
価
格
、
物
価

の
高
騰
で
住
民
生
活
や
地
域
経
済

に
大
き
な
影
響
が
及
ん
だ
。
感
染

症
対
策
や
物
価
高
騰
対
策
は
迅

速
、
確
実
に
取
り
組
ま
れ
住
民
や

事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
政
策
を
と

ら
れ
た
。
基
金
残
高
を
減
ら
さ
ず

に
地
方
債
残
高
を
増
や
さ
な
い
と

い
う
目
標
を
達
成
さ
れ
た
。
特
筆

す
べ
き
は
、
某
住
宅
メ
ー
カ
ー
ア

ン
ケ
ー
ト
で
福
岡
県
内
で
住
み
続

け
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
第
１
位
、

街
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
第
２
位

に
な
れ
た
こ
と
は
、
町
長
が
日
頃

か
ら
取
り
組
ま
れ
て
き
た
成
果
で

あ
る
と
高
く
評
価
し
て
賛
成
す

る
。 神か

ん

　ざ
き崎

　
宣の

り

　あ
き昭

　
議
員

町
長
の
取
組
を
高
く
評
価

次回定例会は

12月８日（金）
開会の予定です

傍聴または議会中継でどうぞ
詳しくは１月25日発行の
議会だより142号で報告
します。

会議録 議会中継

住民懇談会を
実施しました

7 討論



議
案
等
号
数

内　　　容

＊文言は一部、議案の正式名称ではなく分かりやすく表記しています

採
決
日

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

結果

三
角
　
善
彦

細
山
田
　
修

安
里
　
雅
恵

三
隈
千
恵
子

廣
渡
　
裕
次

川
地
　
啓
輔

谷
口
　
貴
之

横
山
　
貴
子

平
山
　
正
法

神
崎
　
宣
昭

太
田
　
　
強

広
渡
　
輝
男

議案 56 岡垣町固定資産評価審査委員の選任への同意（鈴木氏） 9/8 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 57 地域交流センターを令和５年度末で廃止する条例改正です 9/22 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 58 岡垣町エンゼルプラン推進協議会を廃止し、岡垣町こど

も政策推進協議会を設置するための条例改正です 9/22 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 59 岡垣サンリーアイに文化財展示室を設置するため、会議
室の再編成を行う条例改正です 9/22 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 60 令和５年度　岡垣町一般会計補正予算（第４号） 9/22 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 61 令和４年度　岡垣町一般会計歳入歳出決算認定について 9/22 賛成多数

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

議案 62 令和４年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計歳入歳出
決算認定について 9/22 賛成多数

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

議案 63 令和４年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算認定について 9/22 賛成多数

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

議案 64 令和４年度　岡垣町水道事業会計利益の処分及び決算認
定について 9/22 可決及び

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 65 令和４年度　岡垣町下水道事業会計利益の処分及び決算
認定について 9/22 可決及び

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 66 岡垣サンリーアイウエーブアリーナ床改修工事請負契約
について 9/8 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 67 監査委員の選任への同意（久保田氏） 9/22 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
これらの議案のほか、２件の報告を受けました。
・令和４年度決算に基づく健全化判断比率等の報告について
・令和４年度　公益財団法人岡垣サンリーアイ文化スポーツ振興財団決算報告について
※議長は地方自治法の規定により議決には加わりません。

議決の状況について
議員の賛成○・反対●・除斥  除・退席  退・欠席  欠

前定例会終了後の本会議・委員会・協議会等についてお知らせします。

日時 委員会等 議題等 日時 委員会等 議題等

７月11日 その他 福岡県芦屋町議会視察受入れ ８月18日 研修会 議運・常任委員長・副委員長研修

７月18日 議会広報（協） 住民懇談会協議 ８月25日 議会運営 第３回定例会運営

７月24日 議会広報（協） 住民懇談会協議 ９月 ８日
～ 22日

第３回定例会
（15 日間）

本会議・一般質問・委員会・
全員協議会

８月 １日 総務産業（協） 行政視察研修協議 10月 ２日 議会広報 議会だより編集・住民懇談会協議

８月 ７日 議会広報（協） 住民懇談会協議 10月 ５日 住民懇談会 岡垣町の公共交通について

８月10日 全員協議会 住民懇談会協議 10月 ６日 議会広報 議会だより編集・住民懇談会協議

８月17日 研修会 町村議会１期目議員等研修会

議 会 の 動 き

8賛成反対表（一覧表）・議会の動き



町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　 

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

議会の HP から
録画データを視聴
できます

ページ 議員氏名 内　　容

10 太田　　強 　１．西部地域活性化について

10 平山　正法
　１．介護保険制度について
◇２．高齢者福祉について

11 細山田　修
◇１．岡垣町立地適正化計画について
　２．児童生徒の学力向上について

11 安里　雅恵 　１．�高齢者が住み慣れた場所で穏やかに暮らすた
めに

12 三隈千恵子 　１．�小中学校、保育所・幼稚園などの給食について

12 広渡　輝男 　１．活力ある岡垣町の形成に向けて

◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です

9 町政を問う　一般質問



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

平
山

岡
垣
町
で
は
総
合
事
業
が
平
成
28
年

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
７
年
目
に
な
り
ま

す
。
総
合
事
業
は
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
一
般
介
護
予
防
事
業
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

　

介
護
予
防
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ
り

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
、
今
後

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
で
す
か
。

町
長

岡
垣
町
の
総
合
事
業
は
、
国
が
示
す

18
事
業
の
う
ち
、
本
年
４
月
時
点
で
14
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
主
な
課
題
は
、
介

護
人
材
の
確
保
や
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
事
業
の
継
続
が
難
し
い
こ
と
、

介
護
予
防
が
必
要
な
方
の
参
加
が
伸
び
な
い

こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
で
は
介
護
人
材
を
育
成
す

る
た
め
の
講
習
会
な
ど
の
開
催
や
活
動
団
体

の
支
援
や
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
人
材

育
成
、
介
護
予
防
へ
の
参
加
を
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
通
じ
て
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

平
山

岡
垣
町
で
は
、
令
和
３
年
３
月
に
第

９
期
高
齢
者
福
祉
計
画
を
策
定
し
、
こ
の
計

画
に
基
づ
い
て
高
齢
者
福
祉
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
本
年
度
が
最
終
年

太
田

こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
観
光
事

業
も
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
り
な
が
ら
も
、

西
部
地
域
に
於
い
て
は
「
岡
垣
の
お
い
し
い

水
」
を
活
用
し
て
「
ワ
イ
ン
工
場
」、「
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
工
場
」、「
酒
蔵
」
が
で
き
、
近

隣
に
な
い
名
所
が
で
き
ま
し
た
。
岡
垣
を
訪

れ
た
観
光
客
が
３
工
場
を
ぐ
る
り
と
回
る
仕

掛
け
、
ま
た
海
老
津
駅
か
ら
直
接
行
け
る
移

動
手
段
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長

「
岡
垣
の
お
い
し
い
水
」
は
町
の
極

め
て
重
要
な
資
源
の
一
つ
で
あ
り
、
地
下
水

が
涵
養
さ
れ
る
自
然
環
境
と
あ
わ
せ
て
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
で
す
。
本
年
度
は

地
下
水
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
作
成
し
、
町
外

で
の
企
業
誘
致
活
動
や
観
光
・
移
住
の
イ
ベ

ン
ト
、
視
察
な
ど
で
町
を
訪
れ
た
人
に
配
布

し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
海
老
津
駅

か
ら
の
移
動
手
段
に
つ
い
て
は
、
観
光
事
業

者
が
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

出
し
た
り
、
観
光
事
業
者
と
旅
行
会
社
が
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
な

ど
し
て
い
ま
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
以
外

の
移
動
手
段
に
つ
い
て
は
様
々
な
課
題
が
あ

る
た
め
、
今
後
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

太
田

昨
年
末
か
ら
本
年
に
か
け
て
、
岡

議員

議員

町長

町長

介
護
保
険
制
度
の
今
後
は

西
部
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

持
続
可
能
性
を
確
保
し
て
い
く

観
光
協
会
と
連
携
し
て
取
組
を
進
め
る

と
な
り
ま
す
が
、
課
題
を
ど
う
認
識
し
て
い

ま
す
か
。

町
長

超
高
齢
化
社
会
の
進
展
、
社
会
保
障

費
の
増
大
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
認
知

症
高
齢
者
の
増
加
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応

す
る
た
め
に
、
高
齢
者
の
自
立
支
援
と
要
介

護
状
態
の
重
度
化
防
止
、
地
域
共
生
社
会
の

実
現
を
図
る
と
と
も
に
、
介
護
保
険
制
度
の

持
続
可
能
性
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

垣
町
は
、
観
光
庁
の
補
助
事
業
で
あ
る
「
地

域
一
体
と
な
っ
た
高
付
加
価
値
化
事
業
」
に

採
択
さ
れ
、
波
津
海
岸
地
域
の
旅
館
や
飲
食

店
、
観
光
施
設
が
改
装
さ
れ
ま
し
た
。
観
光

客
に
宿
泊
し
て
岡
垣
で
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い

で
い
た
だ
く
た
め
の
滞
留
策
を
考
え
た
ら
い

か
が
で
す
か
。

町
長

観
光
客
の
滞
在
時
間
の
長
時
間
化

は
、「
中
西
部
地
域
活
性
化
構
想
」
に
お
い
て

町
の
観
光
施
策
に
お
け
る
重
要
課
題
の
一
つ

と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
観
光
事
業
者
の
施

設
改
修
で
宿
泊
の
観
光
客
も
増
え
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
今
後
は
民
間
事
業
者
や
観

光
協
会
と
十
分
連
携
を
と
り
滞
在
時
間
の
長

時
間
化
に
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
ひら

山
やま

　正
まさ

法
のり

 議員

太
おお

田
た

　強
つよし

 議員

グラウンドゴルフで健康づくり

10町政を問う　一般質問



オレンジカフェでのひととき

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

安
里

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
町
は
ど
の
よ

う
に
応
援
者
と
し
て
支
援
の
輪
に
加
わ
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
お
考
え
で
す
か
。

町
長

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認
知
症
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
、

当
事
者
や
家
族
を
温
か
い
目
で
見
守
る
応
援

者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
で
実
施
さ
れ
て

い
る
認
知
症
カ
フ
ェ
や
見
守
り
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
さ
れ
る
受
講
者
が
活

躍
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

安
里

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
と
は
、
認
知
症
の

方
や
そ
の
家
族
と
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が

チ
ー
ム
を
作
り
、
認
知
症
が
あ
っ
て
も
な
く

て
も
同
じ
地
域
で
共
に
生
き
る
「
共
生
」
の

具
体
的
な
活
動
で
す
。
取
組
の
検
討
は
、
ど

の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

町
長

す
で
に
特
に
支
援
が
必
要
な
方
に
対

し
、
地
域
住
民
、 

民
生
委
員
、
金
融
機
関
や

事
業
者
、
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
、
医
療
機

関
な
ど
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
連
携

し
て
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

こ
の
活
動
が
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
要
件
に
合

う
よ
う
必
要
な
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

安
里

認
知
症
カ
フ
ェ
の
支
援
に
つ
い
て
お

議員
町長

認
知
症
政
策
に
つ
い
て

認
知
症
高
齢
者
に
優
し
い

地
域
づ
く
り
を
推
進

尋
ね
し
ま
す
。

町
長

認
知
症
カ
フ
ェ
が
継
続
し
て
運
営
で

き
る
よ
う
な
支
援
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
里

学
校
で
の
周
知
啓
発
は
ど
う
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

教
育
長

す
で
に
実
施
し
て
い
る
学
校
の
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
内
容
や
成
果

な
ど
を
学
校
間
で
共
有
し
な
が
ら
、
各
学
校

の
実
情
に
応
じ
た
学
習
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

細
山
田

７
月
末
に
文
科
省
が
公
表
し
た
本

年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
本
町

の
結
果
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

教
育
長

本
年
度
の
町
内
小
中
学
校
の
結
果

と
し
て
は
、
小
学
校
で
は
、
国
語
、
算
数
と

も
に
全
国
、
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

中
学
校
で
は
、
国
語
は
全
国
、
県
平
均
と
同

程
度
で
、
数
学
、
英
語
は
、
全
国
、
県
平
均

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
と
も
に
経

年
比
較
す
る
と
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
学
力
の

定
着
が
進
ん
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

細
山
田

そ
し
て
、
分
析
し
た
こ
と
を
ど
の

よ
う
に
学
力
向
上
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
か
。

教
育
長

つ
ま
ず
い
て
い
る
設
問
や
項
目
、

児
童
生
徒
の
学
習
状
況
を
分
析
し
、
学
校
組

織
全
体
で
課
題
に
対
し
て
授
業
改
善
を
行
う

と
と
も
に
、
家
庭
学
習
や
生
活
習
慣
な
ど
に

つ
い
て
、
保
護
者
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
よ
り
一
層
楽
し
く
学
べ
る
授
業
づ

く
り
を
核
と
し
な
が
ら
、
基
礎
的
・
基
本
的

な
知
識
・
技
能
の
定
着
や
、
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

細
山
田

中
学
校
の
英
語
教
育
の
状
況
に
つ

い
て
、
お
伺
い
し
ま
す
。

議員
教育長

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
つ
い
て

楽
し
く
学
べ
る
授
業
づ
く
り
が
核

教
育
長

定
期
的
に
民
間
会
社
が
行
う
標
準

学
力
テ
ス
ト
で
は
、
県
平
均
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
英
検
３
級
相
当
以
上
の
割
合

も
全
体
と
し
て
上
昇
傾
向
と
な
っ
て
い
る
こ

と
や
、「
英
語
が
好
き
」
と
答
え
る
生
徒
が
、

全
国
、
県
平
均
よ
り
多
い
こ
と
も
、
英
語
教

育
改
革
の
取
組
の
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
か
ら
す
る
と
学
力
の
定
着
・
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
面
が
み
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、

調
査
結
果
の
分
析
を
踏
ま
え
、
学
力
の
定
着

に
向
け
た
授
業
改
善
を
行
い
ま
す
。

細
ほそ

山
やま

田
だ

　修
おさむ

 議員

安
あ

里
さと

　雅
まさ

恵
え

 議員
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

広
渡

第
６
次
総
合
計
画
の
目
指
す
べ
き
将

来
像
の
「
自
然
と
共
生
す
る　

し
あ
わ
せ
実

感
都
市　

岡
垣
」
の
実
現
に
向
け
て
、
事
業

を
促
進
す
る
環
境
が
整
っ
て
き
た
と
思
い
ま

す
。
海
老
津
駅
北
側
の
周
辺
整
備
計
画
の
推

進
や
駅
南
側
開
発
な
ど
、
海
老
津
駅
周
辺
の

活
性
化
事
業
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
周
辺
整
備
計
画
は
、

国
の
補
助
事
業
を
最
大
限
活
用
し
事
業
の
早

期
実
現
に
努
め
ま
す
。
駅
南
側
地
域
の
開
発

に
つ
い
て
は
情
報
の
収
集
に
努
め
、
事
業
の

推
進
体
制
を
含
め
中
長
期
的
な
視
点
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

広
渡

交
通
弱
者
な
ど
の
外
出
を
支
援
す
る

た
め
、
き
め
細
や
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
と
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
拠
点
方
式

か
ら
、
ド
ア
か
ら
ド
ア
方
式
シ
ス
テ
ム
の
取

組
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

町
内
各
地
へ
の
移
動
に
つ
い
て
一
定

の
利
便
性
を
確
保
し
た
公
共
交
通
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
自
動
車
運
転
免

許
証
を
返
納
さ
れ
た
方
な
ど
の
日
常
の
移
動

を
支
え
る
こ
と
も
必
要
で
、
デ
マ
ン
ド
交
通

の
運
行
エ
リ
ア
の
拡
充
な
ど
の
方
法
を
検
討

三
隈

小
中
学
校
で
は
、
給
食
の
残
量
調
査

な
ど
が
あ
り
、
児
童
が
食
べ
残
し
た
残
量
率

を
出
し
て
い
ま
す
。
保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど

で
は
、
食
べ
残
し
な
ど
給
食
時
の
指
導
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

町
長

本
町
の
保
育
所
な
ど
で
は
、
偏
食
が

あ
る
子
ど
も
な
ど
、
個
々
の
特
性
や
状
態
に

応
じ
て
、
量
の
調
整
や
食
べ
る
こ
と
が
で
き

た
ら
褒
め
る
な
ど
の
工
夫
を
行
い
な
が
ら
、

無
理
な
く
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

三
隈

小
中
学
校
の
献
立
表
を
見
る
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
栄
養
バ
ラ
ン

ス
を
整
え
る
た
め
に
は
、
献
立
が
大
切
に

な
っ
て
き
ま
す
。
献
立
作
成
に
つ
い
て
の
考

え
方
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

教
育
長

学
校
給
食
の
献
立
に
つ
い
て
は
、

食
品
構
成
と
栄
養
価
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る

よ
う
、
摂
取
基
準
な
ど
に
基
づ
き
年
間
の
献

立
計
画
を
作
成
し
ま
す
。
栄
養
教
諭
や
栄
養

士
、
調
理
員
な
ど
で
構
成
す
る
献
立
検
討
会

で
毎
月
の
献
立
に
つ
い
て
協
議
す
る
ほ
か
、

食
材
の
価
格
や
数
量
な
ど
の
調
整
、
手
配
、

議員

議員

町長

町長

活
力
あ
る
岡
垣
町
の
形
成
に
つ
い
て

給
食
時
の
指
導
に
つ
い
て

早
期
実
現
に
向
け
検
討
す
る

今
後
も
食
育
を
進
め
る

し
ま
す
。

広
渡
「
岡
垣
町
中
西
部
地
域
活
性
化
構
想
」

に
基
づ
き
、
町
と
観
光
協
会
と
事
業
者
の
連

携
の
も
と
、
観
光
産
業
の
促
進
を
図
る
た

め
、
組
織
強
化
や
関
連
し
た
拠
点
の
強
化
策

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

観
光
事
業
の
推
進
に
は
、
観
光
協
会

事
務
局
の
体
制
の
充
実
や
、
観
光
事
業
者
と

の
連
携
や
効
果
的
な
情
報
の
受
発
信
な
ど
が

重
要
と
考
え
、
そ
の
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
観
光
事
業
の
財
政
支
援
制
度

に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
す
。

指
定
さ
れ
た
日
に
確
実
に
納
品
さ
れ
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

三
隈

昔
に
比
べ
て
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
る
印
象
が
あ

り
ま
す
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
該
当
す
る
児

童
生
徒
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

教
育
長

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児
童
生

徒
が
、
体
に
適
し
た
食
べ
物
を
、
自
分
に
適

し
た
食
べ
方
で
食
べ
る
こ
と
も
大
切
だ
と
考

え
て
お
り
、
教
育
委
員
会
で
は
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、
対

応
し
て
い
ま
す
。

広
ひろわたり

渡　輝
てる

男
お

 議員

三
み

隈
くま

　千
ち

恵
え

子
こ

 議員

12町政を問う　一般質問



研修を受けました

�

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

�

太
田　

強

　

県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
委
員
長
・
副
委
員
長
研
修
会
が
８
月
18
日

福
岡
市
の
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

円
滑
な
運
営
の
た
め
の
心
得

　

演
題
は
「
委
員
会
の
進
め
方
」
で
講
師
は
、
元
全
国
都
道
府
県
議
会
議

長
会
事
務
局
次
長
の
内
田
一
夫
氏
で
す
。

　

当
議
会
は
岡
垣
町
役
場
第
１
委
員
会
室
に
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
し
ま

し
た
。
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
大
き
な
画
面
に
講
師
の
顔
が
大
き
く

映
し
出
さ
れ
、
会
場
の
最
前
列
に

座
っ
て
い
る
感
じ
で
し
た
。

　
内
容
は
、

１　

議
会
の
構
成

２　

議
会
運
営

３　

委
員
会
の
役
割

４　

委
員
長
の
心
得

な
ど
、
講
師
の
豊
富
な
経
験
、
体

験
を
他
の
市
町
村
の
例
を
交
え
て

話
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
「
円
滑
な

運
営
の
た
め
の
心
得
」
は
大
変
参

考
に
な
り
、
今
後
の
委
員
会
運
営

に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

�

議
会
運
営
・
常
任
委
員
会　

委
員
長
・
副
委
員
長
研
修

　

８
月
17
日
、
福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会
の
主
催
で
１
期
目
議
員
の
研
修

会
が
福
岡
国
際
会
議
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
会
運
営
と
質
問
の
基
本
的
な
考
え
方

　

研
修
内
容
は
、
議
会
運
営
と
質
問
の
基
本
的
な
考
え
方
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
元
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
事
務
局
次
長
の
内
田
一
夫
氏
が
講
演

し
ま
し
た
。

　

議
会
の
構
成
や
議
会
運
営
、
発
言
を
め
ぐ
る
留
意
事
項
や
質
問
と
質
疑

の
違
い
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
６
月
定
例
会
を
終
え
た
後
の
研
修
と
い
う

こ
と
で
、
振
り
返
り
な
が
ら
講
演
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
研

修
を
生
か
し
て
、
今
後
の
活
動
に
臨
み
た
い
で
す
。

▼
今
後
の
議
会
活
動
に
向
け
て

�

福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会
１
期
目
等
議
員
等
研
修

13 議員研修



Ｑ　�活動の内容を教えてください。
Ａ　�アカウミガメがいつまでも産卵に帰ってこられるよ

うに海岸の環境を守るために活動しています。
　　�産卵時期には、毎日海岸を調査して産卵の有無を確

認しています。産卵を確認した時には、自然にふ化
して子ガメが海に帰っていくまで見守る活動も行っ
ています。

Ｑ　�活動の楽しさはなんですか。
Ａ　�アカウミガメの産卵を確認し、ふ化した子ガメが海

へ旅立っていく様子を多くの人たちと見守ることに
やりがいを感じます。そして、アカウミガメを通して
命の大切さを子どもたちに伝えたいと思っています。

Ｑ　�町や議会への要望はありますか。
Ａ　�いつでもアカウミガメが上陸できるよう、町の自然環

境を守り続けたいです。産卵時期に流木が浜にたくさ
んある時は、撤去するために力を貸して欲しいです。
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産卵個数 ふ化率

ウミガメについて
熱い思いを語る

３代目会長　水
みず
間
ま
　祥
よし
郎
ろう
さん

　この企画は、岡垣町で頑張っている皆さんの活
動内容、町や議会への要望などを取材しています。

平成４年、岡垣町にアカウミガメの上陸が初め
て確認されて今年で 20回目。平成５年にウミガ
メの調査を開始し、平成 15年にウミガメ倶楽部
を設立。15人の会員で、海岸調査や見守りをは
じめ、海岸や河川の清掃活動にも参加していま
す。今年は平成 27年以来、８年ぶりにウミガメ
の上陸を確認しました。

ウミガメの産卵・ふ化状況

海岸を守り、ウミガメが好きな人であれば�
だれでも入会できるよ（会費：年間2000円）
希望する人は岡垣ウミガメ倶楽部まで
� TEL　090-1343-0455（水間）

★アカウミガメの生態★

　カリフォルニアから黒潮の支流に乗って生まれ
故郷の三里松原の浜に帰ってきます。
　岡垣町に帰ってくるウミガメの種類は、絶滅危
惧種に指定されている希少な「アカウミガメ」。
　大潮、中潮の月夜の晩、潮が満ちてきた時に上
陸し、産卵して引き潮に乗って海に帰ります。
　子ガメは、卵の殻を破ってもすぐには砂の中か
ら出てきません。砂の中で、他の卵から出てくる
子ガメ達を待ちます。砂の中の温度を感じて、夜
になるといっせいに体を擦り合わせ、少しずつ砂
を下に落とし、砂の上に出てきます。
　産卵から約 60 日前後で、子ガメ達は一斉に大
海原に旅立ちます。

今から産卵調査
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14岡垣町イメージキャラクター
びわりん＆びわすけ

ちちいきのいきのちちからから

団体紹介：第15回　岡垣ウミガメ倶楽部

「ウミガメさんは僕の教育者」
　　　　　　　～追いかけながら教えられる～

びわりんびわすけの


